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特　集

名
寄
南
小
学
校

議
場
見

名
寄
南
小
学
校 
議
場
見
学学

問問：：
議会っ議会ってて
どんどんなな
ところところ？？

答：
意見を
集めて
話しあうところ。

○今まで市はどうやって発展しているのか分かっていなかったけど、議場見学をして議員

の人達が予算のことなどを考えて協力しながらしていることが知れて良かった。限

られた予算の中で市の人達の願いを叶えないといけないのが大

変と思った。

○議会の雰囲気は想像していたことと同じ感じだったけど、実際に話
していることや、どのようなことで議会をしているのかをよく知ることができた。

○議会では公共施設などの予算を話し合ったり、借金や貯金を切り崩したりなどを話し

合ったりするということや自分たちが使うタブレットも名寄市が負担して
いることがわかった。

○名寄市の議会では、一年間の予算を決めたり、テクテックの改善や問題と課題などを出
して話し合ったり、道や国のお金を使ってエアコンを設置する計画を立てたり、タブ

レットを配布したりと市民の生活をいろんなことで支えてくれてい

ることがわかりました。

○山田典幸議長にみんなでサインを求めに行っちゃって、もしかしたら失礼
だったかもしれないと思った。
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特　集

　名寄市のさまざまなことを決める議場の雰囲気、

初めての場所に興味津々。

　議場正面には議長席。市長・部署の長が座る席に向

き合う議員の席。

　議長から、議会のことを理解して議会に関心を

もってくださいと挨拶があった後、議会がどのよう

に行われているか、実際の場面をビデオで見ながら

説明。

　子どもたちからの質問も積極的に挙がり、「てく

TECH事業の100ポイントはどこから？」とか「名寄

市はお金を持っているのか」とストレートな疑問が出

された。

　思い思いの感想を述べた後、1時間ほどの滞在を終

え、みんな元気に議場を後にした。

○議会では、議員などの意見だけではなく、市民の意見を色んな方法で集めて、議会で市民の意見を取

り入れながら話し合っているということがわかりました。

○興味を持ったから今度ユーチューブで見てみようと思った。

○今名寄はそんなにお金がないし、やらなくてはならないこともいっぱいあるから、いろんなところと協力して

将来の人たちのために今の名寄をもっとよくしていくことが大切だと思いました。

○議員さんが話し合ってるのをスクリーンで見て、「こんな感じで話し合いを進めているんだ

な」と知って凄いなと思いました。

見学を終えて（抜粋）

5月28日10時20分
　　　　　6年生82人
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定例会

令和6年 　第２回定例会 　6月17日〜6月26日

・
名
寄
市
教
育
委
員
会
教
育
長

　
　

岸　

小
夜
子
氏
（
再
任
）

・
名
寄
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員

　
　

岡
田　

裕
章
氏
（
再
任
）

　
　

木
賀　

義
友
氏
（
再
任
）

　
　

梅
野　

圭
介
氏
（
再
任
）

・
名
寄
市
固
定
資
産
評
価
員

　
　

松
田　

慎
司
氏
（
新
任
）

令
和
６
年
５
月　

日
13

令
和
６
年
第
２
回
臨
時
会

　

名
寄
市
個
人
番
号
の
利
用
及

び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
一
般

会
計
補
正
予
算
、
専
決
処
分
し

た
事
件
３
件
等
に
つ
い
て
審
議

し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

議
事
日
程
が
全
て
終
了
し
た

後
に
、
４
月
１
日
に
就
任
し
た

名
寄
市
立
大
学
の
家
村
学
長
か

ら
就
任
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

人 
事 
案 
件

　

ヒ
グ
マ
の
出
没
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
熱
感
知
セ
ン

サ
ー
カ
メ
ラ
の
購
入
経
費
な
ど

を
追
加
し
、
早
期
の
発
見
に
よ

る
対
策
強
化
を
図
る
た
め
、　

57

万
６
千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

有
害
鳥
獣
・

　

ヒ
グ
マ
等
対
策
事
業
費

　

国
の
政
策
に
基
づ
き
、
令
和

６
年
度
新
た
に
住
民
税
非
課
税

と
な
る
世
帯
な
ど
に
対
し
、
一

世
帯
あ
た
り　

万
円
の
給
金
を

10

給
付
す
る
た
め
、
７
７
６
３
万

円
を
追
加
し
ま
し
た
。

物
価
高
騰
重
点
支
援

　

給
付
金
給
付
事
業
費

　

空
調
設
備
設
置
工
事
に
係
る

実
施
設
計
を
行
っ
た
こ
と
に
伴

い
、
各
校
の
消
費
電
力
や
構
造

に
対
応
し
た
電
気
設
備
へ
の
交

換
を
行
う
た
め
、
３
５
０
０
万

円
を
追
加
し
ま
し
た
。

小
学
校
維
持
管
理
事
業
費

　

来
年
度
か
ら
の
学
校
開
放
事

業
に
向
け
、
風
連
中
学
校
の
体

育
館
と
校
舎
の
間
に
間
仕
切
り

を
設
置
す
る
た
め
、
４
５
０
万

円
を
追
加
し
ま
し
た
。

中
学
校
維
持
管
理
事
業
費

　

商
業
地
域
に
お
け
る
空
き
建

築
物
の
除
却
に
対
し
て
補
助
す

る
た
め
、
４
３
２
０
万
円
を
追

加
し
ま
し
た
。

空
家
等
対
策
事
業
費

・
名
寄
市
農
業
委
員
会
委
員

　

農
業
に
関
し
、
豊
か
な
識
見

を
有
さ
れ
、
ご
活
躍
を
さ
れ
て

い
て
い
る　

名
の
方
が
任
命
さ

27

れ
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
対
策
の
促
進
を
図

る
た
め
、
免
許
証
を
自
主
的
に

返
納
し
て
い
た
だ
い
た
市
民
の

方
に
対
し
て
、
電
子
地
域
通
貨

Ｙ
ｏ
ｒ
ｏ
ｃ
ａ
（
ヨ
ロ
カ
）
の

行
政
ポ
イ
ン
ト
を
１
万
ポ
イ
ン

ト
付
与
す
る
た
め
、
１
０
２
万

円
を
追
加
し
ま
し
た
。

運
転
免
許

　

自
主
返
納
支
援
事
業
費

人 
事 
案 
件 掛

　

運
転
免
許
自
主
返
納
支

援
事
業
の
ほ
か
に
、
新
た

に　

事
業
が
追
加
さ
れ
ま

16
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
に

は　

ポ
イ
ン
ト
、
セ
ミ

50
ナ
ー
な
ど
へ
の
参
加
に
は

１
０
０
ポ
イ
ン
ト
付
与
と

な
り
ま
す
。

地
域
通
貨
に
お
け
る

  
行
政
ポ
イ
ン
ト
事
業

主
な

条
例
の
制
定
・
改
正

　

小
学
生
ま
で
と
し
て
い
る
医

療
費
の
助
成
対
象
を
高
校
生
年

代
ま
で
拡
大
す
る
た
め
、
条
例

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

☆
名
寄
市
乳
幼
児
等
医
療

費
の
助
成
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

　

未
耐
震
か
つ
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
あ
ぐ
り
ん
館
を
令
和
７

年
３
月　

日
で
閉
鎖
す
る
た
め
、

31

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

☆
名
寄
市
農
産
物
簡
易
加

工
処
理
施
設
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

主
な
補
正
予
算
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定例会

結　果議　　　件　　　名議案番号

原案可決名寄市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について議案第１号

承　　認専決処分した事件の承認について議案第２号

承　　認専決処分した事件の承認について議案第３号

承　　認専決処分した事件の承認について議案第４号

原案可決令和６年度名寄市一般会計補正予算（第１号）議案第５号

同　　意名寄市教育委員会教育長の任命について議案第６号

同　　意名寄市固定資産評価審査委員会委員の選任について議案第７号

同　　意名寄市固定資産評価員の選任について議案第８号

令和6年 　第２回臨時会議決結果

定例会

生涯を通じた歯科健診の実現を求める意見書

意

見

書

令和６年度北海道最低賃金改正等に関する意見書

義務教育費国庫負担制度堅持・負担率1/2への復元、「30人以下学級」など教育予算確保・拡充と就学
保障の実現に向けた意見書

地方財政の充実・強化に関する意見書

結　果議　　　件　　　名議案番号

原案可決名寄市乳幼児等医療費の助成に関する条例の一部改正について議案第１号

原案可決名寄市農産物簡易加工処理施設条例の一部改正について議案第２号

原案可決名寄市手数料徴収条例の一部改正について議案第３号

原案可決工事請負契約の締結について議案第４号

原案可決財産の取得について議案第５号

承　　認専決処分した事件の承認について（令和５年度名寄市一般会計補正予算（第11号））議案第６号

承　　認
専決処分した事件の承認について
（令和５年度名寄市国民健康保険特別会計補正予算（第３号））

議案第７号

承　　認
専決処分した事件の承認について
（令和５年度名寄市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号））

議案第８号

承　　認
専決処分した事件の承認について
（令和５年度名寄市立大学特別会計補正予算（第５号））

議案第９号

原案可決令和６年度名寄市一般会計補正予算（第２号）議案第10号

原案可決令和６年度名寄市立大学特別会計補正予算（第１号）議案第11号

同　　意名寄市農業委員会委員の任命について議案第12号

原案可決令和６年度名寄市一般会計補正予算（第３号）議案第13号

原案可決令和６年度名寄市病院事業会計補正予算（第１号）議案第14号

原案可決名寄市議会基本条例の一部改正について議案第15号

原案可決名寄市議会会議規則の一部改正について議案第16号

令和6年 　第２回定例会議決結果
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市政全般について考え方や方針などを市長などに質問します

二次元コードより発言の様子を見ることができます

一般質問

●●●● ● ●● ● ● ● ● ●● ● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●

市市のの考考ええをを問問うう
※ 一般質問とは、議員が行財政全般について執行機関に説明を求めたり、疑問点を質問したりすることをいいます。

ズバズバリリ

安
心
・
安
全
・
公
平
を

目
指
し
て

 

地
区
に
よ
っ
て
収
集
方

式
が
異
な
る
の
は
公
平

と
は
言
え
ず
、
課
題
も

多
い
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

方
式
を
基
本
と
し
た
収

集
に
向
け
検
討
す
べ
き

で
な
い
か
。

 

現
在
の
収
集
体
制
に
課

題
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
課
題
を
整
理
・

検
証
し
、
中
間
処
理
施

設
の
供
用
開
始
に
併
せ

検
討
し
た
い
。

ＱＡ

 

学
校
で
の
指
導
や
取
組

の
状
況
は
。

 

警
察
等
と
協
力
し
交
通

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
身

に
付
け
る
た
め
交
通
安

全
教
室
を
行
う
ほ
か
、

登
下
校
時
の
巡
回
指
導

も
行
っ
て
い
る
。

 

小
学
生
に
比
べ
中
高
生

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率

が
低
い
。
対
応
は
。

 

各
学
校
で
保
護
者
や
地

域
に
向
け
た
周
知
や
呼

び
か
け
の
ほ
か
、
教
育

委
員
会
で
も
注
意
喚
起

ＱＡＱＡ

し
て
い
る
。

 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
進

め
る
べ
く
購
入
費
を
助

成
し
て
は
い
か
が
か
。

 

他
自
治
体
の
取
り
組
み

を
参
考
と
し
て
検
討
し

た
い
。

ＱＡ

一般質問

学
校
で
の
交
通
安
全

啓
発

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
の

向
上
へ

継
続
的
・
公
平
な
ご
み

収
集
へ

ヘルメットの着用は家庭から

 今  村 　 芳  彦  議員
いま むら よし ひこ

市政クラブ



7
質問・答弁の原稿は質問者本人がまとめたものです

一般質問

●●●● ● ●● ● ● ● ● ●● ● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●

子
ら
の
声
を
き
い
て

遣
す
る
な
ど
、
不
足
が

生
じ
な
い
よ
う
配
慮
し

て
い
る
。

 

市
販
薬
の
オ
ー
バ
ー

ド
ー
ズ
が
小
中
学
生
に

も
広
が
り
、
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
児
童

虐
待
や
家
庭
内
暴
力
が

背
景
に
あ
る
と
い
わ
れ

る
。
対
応
は
。

 

つ
ら
い
時
や
苦
し
い
時

に
は
助
け
を
求
め
て
も

よ
い
と
伝
え
て
い
る
。

【
他
の
質
問
】

食
・
農
を
守
れ

ＱＡ

 

日
本
政
府
が
子
ど
も
の

権
利
条
約
を
批
准
し
て

　

年
。
生
き
る
権
利
、

30育
つ
権
利
、
守
ら
れ
る

権
利
、
参
加
す
る
権
利

な
ど
が
十
分
に
果
た
さ

れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

子
ど
も
た
ち
の
放
課
後

を
守
る
名
寄
市
児
童
ク

ラ
ブ
の
実
態
は
。

 

児
童
の
登
録
状
況
は
、

南
児
童
ク
ラ
ブ
１
２
９

名
（
定
員
１
１
０
名
）、

東
児
童
ク
ラ
ブ　

名
53

（
同　

名
）、
風
連
児
童

35

ク
ラ
ブ　

名
（
同　

名
）
。

35

54

ＱＡ

児
童
支
援
員
は
、
２
年

以
上
の
実
務
経
験
後
、

認
定
資
格
研
修
を
受
講

し
た
支
援
員
が　

名
。

18

 

定
員
を
超
え
、
大
勢
の

子
ど
も
た
ち
が
意
見
を

言
い
合
い
ト
ラ
ブ
ル
に

な
っ
た
時
、
指
導
員
が

耳
を
傾
け
ら
れ
て
い
る

だ
ろ
う
か
危
惧
さ
れ
る

が
。

 

登
録
児
童
数
は
超
過
し

て
い
る
が
、
利
用
数
は

定
員
内
。
大
学
生
な
ど

の
支
援
補
助
員
を
８
名

雇
用
、
児
童
セ
ン
タ
ー

か
ら
児
童
厚
生
員
を
派

ＱＡ

子
ど
も
の
権
利
条
例
を

コメ不足が言われている。出来秋を期待したい

東　 千  春  議員
ち はる

市政クラブ
あずま

 川  村 　 幸  栄  議員
かわ むら ゆき え

日本共産党

病
院
職
員
体
制
の
充
実
を

 

現
在
の
進
捗
状
況
と
、

一
部
を
森
に
返
す
考
え

は
。

 

倉
庫
利
用
は
夏
以
降
の

運
用
開
始
予
定
。
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
は
木
質

チ
ッ
プ
の
高
騰
で
、
事

業
者
の
推
移
を
見
守
る
。

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
通

信
環
境
の
整
備
が
必
要

で
国
や
道
へ
要
望
を
続

け
る
。
敷
地
の
一
部
を

王
子
の
メ
モ
リ
ア
ル

パ
ー
ク
と
し
て
の
打
診

の
経
緯
は
あ
る
が
、
実

現
し
て
い
な
い
。

ＱＡ

）
 

看
護
師
・
薬
剤
師
の
募

集
状
況
と
対
策
は
。

 

職
員
の
不
足
は
全
国
的

な
課
題
で
あ
り
、
薬
剤

師
就
職
説
明
会
で
医
療

機
関
を
選
ぶ
割
合
は
増

え
る
傾
向
に
あ
る
。
仕

事
の
内
容
や
将
来
設
計

を
ア
ピ
ー
ル
し
、
手
当

や
奨
学
金
の
返
済
支
援

を
考
え
た
い
。
ま
た
、

ナ
ー
ス
カ
フ
ェ
の
再
開

や
病
院
見
学
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
、
選
ん

で
も
ら
え
る
病
院
を
目

ＱＡ

指
し
た
い
。

 

新
図
書
館
へ
の
基
本
的

な
考
え
と
市
民
議
論
の

進
め
方
は
。

 

「
図
書
館
機
能
の
充
実
」

「
誰
も
が
快
適
に
利
用

で
き
る
図
書
館
」「
ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
間
を
楽

し
め
る
図
書
館
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
（
案
）
と
し

て
い
る
。
市
民
議
論
は

着
工
時
期
か
ら
逆
算
し

て
進
め
、
多
様
な
意
見

を
聞
く
機
会
を
設
け
る
。

ＱＡ

看
護
師
・
薬
剤
師
の
雇

用
対
策
を

図
書
館
建
設
の
今
後
に

つ
い
て

名寄市立総合病院の職員体制の充実を

王
子
跡
地
の
利
用
に
つ

い
て



8
市政全般について考え方や方針などを市長などに質問します

二次元コードより発言の様子を見ることができます

一般質問

●●●● ● ●● ● ● ● ● ●● ● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●

目
指
す
姿
を
問
う

ツ
活
動
等
に
親
し
み
、

目
標
を
持
っ
て
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
必
要
に
応
じ

自
治
体
を
超
え
て
の
連

携
を
研
究
、
検
討
し
て

い
く
。

 

合
宿
・
宿
泊
研
修
施
設

と
し
て
名
寄
産
業
高
校

跡
地
利
活
用
の
考
え
は
。

 

老
朽
化
に
よ
り
改
修
は

必
要
な
も
の
の
活
用
可

能
な
施
設
と
捉
え
て
い

る
。

【
他
の
質
問
】

教
材
費
等
の
保
護
者
負
担

に
つ
い
て

ＱＡ

 

他
大
学
と
の
差
別
化
に

よ
る
学
生
確
保
が
課
題

と
な
る
中
で
、
独
立
行

政
法
人
化
に
対
す
る
考

え
は
。

 

本
大
学
の
魅
力
化
や
他

大
学
と
の
差
別
化
を
含

め
、
学
生
や
社
会
の

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
弾
力

的
な
大
学
運
営
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
独
立
行

政
法
人
化
に
よ
り
、
充

実
し
た
教
育
環
境
の
提

供
も
可
能
と
な
る
が
、

現
在
は
認
証
評
価
受
審

の
準
備
中
で
あ
り
、
具

ＱＡ

体
的
議
論
は
し
て
い
な

い
。

 

Ｎ
Ａ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
ス
タ
イ

ル
部
活
動
改
革
に
よ
り

部
活
動
の
地
域
移
行
が

進
ん
で
い
る
。
中
体
連

か
ら
、
全
国
中
学
校
体

育
大
会
の
大
幅
縮
小
が

示
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

今
後
は
広
域
連
携
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

自
治
体
を
超
え
て
の
連

携
に
つ
い
て
伺
う
。

 

生
徒
が
自
主
的
・
自
発

的
に
参
加
し
、
ス
ポ
ー

ＱＡ

市
立
大
学
将
来
構
想
は

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を

将来的に利活用が期待される、
名寄産業高等学校名農キャンパス

 中  畠 　 孝  幸  議員
なか はた たか ゆき

共生なよろ

 山  崎   真  由  美  議員
やま ざき ま ゆ み

市民ネット

寄
市
立
大
学
商
品
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等
の

取
り
組
み
が
あ
る
。

　 

特
色
あ
る
大
学
づ
く
り

や
大
学
改
革
を
促
す

「
地
方
大
学
・
地
域
産
業

創
生
交
付
金
」
へ
の
申

請
の
意
向
は
。

 

現
状
で
は
交
付
金
申
請

は
難
し
い
と
考
え
て
い

る
。

【
他
の
質
問
】

宗
谷
本
線
の
維
持
に
向
け

て ＱＡ

 

一
般
選
抜
志
願
者
が
令

和
５
年
度
の
４
７
３
名

か
ら
令
和
６
年
度
は
３

０
８
名
に
減
少
し
て
い

る
。
志
願
者
減
少
の
要

因
と
定
員
割
れ
を
防
ぐ

方
策
は
。

 

旭
川
市
立
大
学
の
入
試

日
程
が
本
学
と
併
願
不

可
能
と
な
り
、
実
質
的

に
受
験
生
の
奪
い
合
い

が
生
じ
た
。
総
合
型
選

抜
・
学
校
推
薦
型
選
抜

等
で
進
学
先
を
決
め
る

受
験
生
が
多
い
の
も
一

般
入
試
志
願
者
減
の
要

ＱＡ

因
。
今
後
の
学
生
確
保

の
方
策
と
し
て
、
道
内
、

道
外
の
進
学
相
談
会
へ

の
参
加
拡
大
、
地
域
指

定
枠
の
宗
谷
・
留
萌
・

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
へ
の

拡
充
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
出
願
シ
ス
テ
ム
の
導

入
等
を
考
え
て
い
る
。

 

地
域
産
業
の
面
で
大
学

が
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
え

て
い
る
事
例
は
。 

 

「
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業
」「
な
よ
ろ
健
康
レ

シ
ピ
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」「
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ
×
名

ＱＡ

志
願
者
獲
得
の
現
状
は

名
寄
市
立
大
学
の
未
来
を

め
ぐ
っ
て

大
学
を
通
じ
た
地
方
創

生

地域に根ざした名寄市立大学

地
域
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
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質問・答弁の原稿は質問者本人がまとめたものです

一般質問

●●●● ● ●● ● ● ● ● ●● ● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●

住
み
つ
づ
け
た
い
ま
ち
づ
く
り

が
必
要
か
、
ど
う
い
う

連
携
が
で
き
る
の
か
。

ま
た
施
設
を
ど
の
よ
う

に
有
効
活
用
す
る
の
か

は
、
大
き
な
テ
ー
マ
で

あ
る
。
N
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
会
議
の

中
で
、
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
議
論
を
し
て

い
き
た
い
。

【
他
の
質
問
】

健
康
づ
く
り
の
推
進
、
各

種
検
診
事
業
、
障
が
い

児
・
者
ス
ポ
ー
ツ
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て

 

障
が
い
児
・
者
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
考
え
方
に
つ
い

て
伺
う
。

 

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の

推
進
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

健
康
と
幸
福
の
増
進
だ

け
で
は
な
く
、
地
域
社

会
全
体
の
理
解
と
連
帯

を
深
め
る
た
め
に
も
重

要
な
意
義
が
あ
る
。
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
障
が

い
者
と
健
常
者
が
共
に

活
動
す
る
機
会
が
増
え

る
こ
と
で
、
互
い
の
理

解
が
深
ま
り
イ
ン
ク

ＱＡ

ル
ー
シ
ブ
な
社
会
の
実

現
に
寄
与
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
な
社
会
を
推
進
す

る
た
め
の
第
一
歩
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。

障
が
い
児
・
者
ス
ポ
ー

ツ
に
つ
い
て

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所

に
あ
た
っ
て

サ
イ
ト
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
な
ど
の
取
り
組

み
に
よ
り
、
よ
り
多
く

の
自
主
財
源
の
確
保
に

努
め
る
。

【
他
の
質
問
】

特
養
申
し
込
み
及
び
入
所

に
あ
た
っ
て
の
市
民
周
知

に
つ
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
等

に
お
け
る
ふ
る
さ
と
納
税

の
呼
び
か
け
に
つ
い
て
、

寄
附
金
の
「
使
い
道
」
の

多
様
化
に
つ
い
て

 

申
し
込
み
か
ら
入
所
ま

で
の
期
間
を
短
縮
す
る

た
め
の
方
策
は
。

 

昨
年
度
の
入
所
者
中
、

最
長
は
６
年
６
か
月
で

あ
っ
た
。
待
機
期
間
短

縮
に
向
け
た
特
別
な
方

策
が
必
要
と
は
考
え
て

は
い
な
い
が
、
介
護
職

員
の
充
足
に
向
け
て
特

定
技
能
外
国
人
の
採
用

を
継
続
、
拡
大
し
て
い

く
。

ＱＡ

 

「
品
切
れ
中
」、「
受
付

終
了
」
と
な
っ
て
い
る

返
礼
品
が
多
い
。
こ
れ

ら
の
数
量
を
確
保
す
る

こ
と
で
納
税
額
を
増
や

す
こ
と
が
可
能
で
は
。

 

各
事
業
者
の
生
産
能
力

を
超
え
た
数
量
確
保
は

難
し
い
も
の
が
あ
る
。

ア
ス
パ
ラ
や
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
な
ど
は
よ
り
多

く
の
在
庫
数
確
保
に
努

め
、
こ
れ
ら
の
商
品
を

本
市
の
返
礼
品
の
柱
と

し
て
打
ち
出
し
、
専
用

ＱＡ

待
機
期
間
の
短
縮
に
向

け
て

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
況

と
今
後
の
充
実

 

障
が
い
児
・

者
ス
ポ
ー
ツ

の
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い

て
、
考
え
を

伺
う
。

 

障
が
い
の
あ

る
方
が
、
ど

う
い
う
状
況

に
あ
り
、
ど

う
い
う
連
携

ＱＡ

スポーツが身近にある環境づくりを

しらかばハイツ

 谷 　　 聡  議員
たに さとし

市政クラブ

 遠  藤 　 隆  男  議員
えん どう たか お

市政クラブ
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市政全般について考え方や方針などを市長などに質問します

二次元コードより発言の様子を見ることができます

一般質問

●●●● ● ●● ● ● ● ● ●● ● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●

９
０
０
万
円
台
の
被
害

が
発
生
し
て
い
る
。
特

殊
詐
欺
被
害
の
市
内
で

の
現
状
と
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

 

２
０
２
３
年
度
に
名
寄

市
消
費
者
セ
ン
タ
ー
へ

の
相
談
の
中
で
特
殊
詐

欺
が
疑
わ
れ
る
事
例
が

５
件
ほ
ど
あ
り
、
警
察

へ
の
相
談
を
促
し
た
。

被
害
の
未
然
防
止
に
は

周
知
を
徹
底
し
て
い
く

し
か
な
い
。
警
察
、
関

係
団
体
と
連
携
し
積
極

的
に
情
報
発
信
を
行
う
。

Ａ

 

名
寄
市
内
の
高
齢
化
が

進
み
「
超
高
齢
社
会
」

に
な
っ
て
い
る
。
フ
レ

イ
ル
・
認
知
症
予
防
、

介
護
が
ほ
ぼ
不
要
な
低

所
得
高
齢
者
向
け
「
生

活
支
援
ハ
ウ
ス
」
の
検

討
、
介
護
人
材
の
確
保

が
重
要
で
あ
る
。
所
見

を
お
伺
い
す
る
。

 

そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い

る
。
生
活
支
援
ハ
ウ
ス

は
市
町
村
が
実
施
主
体
。

第
９
期
名
寄
市
高
齢
者

保
健
医
療
福
祉
・
介
護

保
険
事
業
計
画
の
３
年

ＱＡ

間
で
実
施
の
可
能
性
を

検
討
す
る
。

 

最
近
は
高
齢
者
も
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
ち

Ｓ
Ｎ
Ｓ
詐
欺
の
被
害
に

あ
う
リ
ス
ク
が
よ
り
増

Ｑ

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

高
齢
者
に
寄
り
添
っ
た
施
策

特
殊
詐
欺
対
策
に
つ
い

て

気をつけて鎧特殊詐欺鎧

え
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ

Ｓ
型
投
資
詐
欺
、

ロ
マ
ン
ス
詐
欺
が

全
道
的
に
増
加
傾

向
に
あ
り
４
月
末

現
在
で　

億
円
を

10

突
破
し
、
名
寄
署

管
内
で
も
４
月
と

５
月
に
そ
れ
ぞ
れ

東 川 　 孝  義  議員
かわ たか よし

市政クラブ
ひがし

 高  野   美  枝  子  議員
たか の み え こ

市民ネット

夢
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

 

令
和
５
年
度
行
政
評
価

結
果
に
基
づ
き
、
後
期

基
本
計
画
へ
ど
の
よ
う

に
引
き
継
が
れ
て
い
く

の
か
。

 

主
要
施
策
ご
と
に
成
果

指
標
を
設
定
し
、
施
策

連
携
に
よ
り
推
進
す
る

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

中
心
と
し
な
が
ら
、
適

切
な
事
業
の
進
捗
管
理

を
行
い
、
効
果
的
か
つ

効
率
的
な
行
政
運
営
を

推
進
し
て
い
く
。

ＱＡ

 

人
口
減
少
対
策
に
向
け
、

社
会
増
に
つ
な
が
る
施

策
の
考
え
方
、
地
域
に

与
え
る
影
響
と
目
指
す

べ
き
将
来
人
口
の
考
え

方
は
。

 

人
手
不
足
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
、

企
業
に
対
す
る
資
格
取

得
や
人
材
確
保
、
事
業

承
継
な
ど
各
種
支
援
の

ほ
か
、
市
独
自
の
奨
学

金
返
還
支
援
制
度
も
施

行
し
、
若
者
の
定
着
を

目
指
す
。
北
北
海
道
の

ＱＡ

中
核
都
市
と
交
通
の
要

所
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
た
め
に
、
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
行
財
政
改
革

と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、

人
づ
く
り
を
ポ
イ
ン
ト

に
人
口
減
少
対
策
に
取

り
組
む
。
具
体
的
に
は
、

人
口
の
核
と
な
る
病

院
・
大
学
・
自
衛
隊
を

し
っ
か
り
守
り
、
現
在

進
め
て
い
る
広
域
の
物

流
拠
点
も
民
間
と
連
携

し
、
中
心
市
街
地
の
再

開
発
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
有
効
活
用
し
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
努
め
る
。

人
口
減
少
対
策
の
手
法

は

行
政
評
価
結
果
の
対
応

は

人口減少対策で地域医療の充実は要
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質問・答弁の原稿は質問者本人がまとめたものです

一般質問

●●●● ● ●● ● ● ● ● ●● ● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●

熊
を
駆
除
で
き
る
人
材
確
保

衛
隊
退
職
者
の
採
用
に

は
担
い
手
対
策
の
一
つ

と
考
え
る
が
、
年
間
を

通
し
て
ど
の
よ
う
な
役

割
を
担
う
か
研
究
が
必

要
。
市
街
地
周
辺
へ
の

出
没
に
対
し
、
必
要
な

体
制
づ
く
り
に
向
け
た

人
材
確
保
な
ど
を
猟
友

会
と
協
議
す
る
。

 

市
内
で
出
没
が
増
加
す

る
ヒ
グ
マ
の
駆
除
・
捕

獲
が
で
き
る
人
材
育
成

を
。

 

猟
友
会
の
要
望
を
受
け

て
ベ
テ
ラ
ン
ハ
ン
タ
ー

が
指
導
者
と
な
り
、
経

験
の
浅
い
ハ
ン
タ
ー
と

春
期
管
理
捕
獲
の
防
除

活
動
を
通
じ
た
技
術
伝

承
に
取
り
組
む
。
委
嘱

し
て
い
る
駆
除
隊
員　
14

人
の
平
均
年
齢
が　

歳
70

で
、
駆
除
に
は
経
験
と

技
術
が
必
要
と
な
る
た

ＱＡ

め
対
応
で
き
る
隊
員
が

限
ら
れ
、
年
齢
層
が
高

く
な
る
。
近
年
は
出
没

件
数
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
体
制
維
持
の
た
め

負
担
軽
減
策
の
強
化
が

大
き
な
課
題
。

 

高
齢
化
に
伴
う
負
担
軽

減
と
自
衛
隊
退
職
者
を

駆
除
隊
員
に
。

 

負
担
軽
減
の
た
め
、
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
調
査
を

試
験
的
に
実
施
し
、
セ

ン
サ
—
カ
メ
ラ
の
導
入

も
検
討
し
て
い
る
。
自

ＱＡ

若
手
育
成
の
取
り
組
み

を

駆
除
隊
員
に
自
衛
隊
退

職
者
を

７月末で閉鎖の方針が示された市内の公設法律事務所

住
み
続
け
ら
れ
る
街
づ
く
り
を

り
を
推
進
し
て
い
く
上

で
今
後
、
意
見
交
換
や

議
論
の
中
で
計
画
策
定

の
必
要
性
を
判
断
し
て

い
く
。

 

中
心
市
街
地
の
将
来
像

を
計
画
的
に
し
っ
か
り

市
民
に
提
示
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

 

計
画
策
定
を
し
て
い
く

の
が
理
想
だ
が
、
決
定

し
て
い
る
事
業
を
進
め

て
い
く
中
で
熟
度
が
高

ま
っ
た
段
階
で
絵
図
面

等
を
市
民
に
提
示
し
た

い
。

ＱＡ

 

市
内
公
設
法
律
事
務
所

が
閉
鎖
の
手
続
き
を
進

め
て
い
る
。
市
と
し
て

現
状
を
ど
の
よ
う
に
把

握
し
、
閉
鎖
の
方
針
が

示
さ
れ
た
際
の
対
応
は
。

 

同
事
務
所
が
閉
鎖
さ
れ

た
場
合
の
旭
川
地
裁
名

寄
支
部
管
内
及
び
市
内

の
弁
護
士
数
が
充
足
し

て
い
る
と
は
思
っ
て
い

な
い
。
関
係
者
と
の
面

談
の
中
で
正
式
な
情
報

や
問
題
点
を
明
ら
か
に

し
、
再
設
置
を
含
め
要

望
活
動
を
進
め
る
。

ＱＡ

 

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ

く
り
、
商
店
街
の
振
興

な
ど
街
な
か
の
賑
わ
い

づ
く
り
を
図
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
グ
ラ
ン
ド

Ｑ

司
法
過
疎
地
域
対
策
は

中
心
市
街
地
活
性
化
に

つ
い
て

デ
ザ
イ
ン
と
な

る
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計

画
を
策
定
し
て

い
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

 

公
共
施
設
等
再

配
置
計
画
と
併

せ
て
コ
ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
づ
く

Ａ

ヒグマの駆除対策で若手ハンターの支援を

 倉  澤 　 宏  議員
くら さわ ひろし

市民ネット

 高  橋 　 伸  典  議員
たか はし しん すけ

公　明
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市政全般について考え方や方針などを市長などに質問します

二次元コードより発言の様子を見ることができます

一般質問

●●●● ● ●● ● ● ● ● ●● ● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●

を
包
括
し
、
名
寄
に
住

み
働
く
人
を
応
援
す
る

仕
組
み
づ
く
り
の
考
え

は
。

 

経
済
団
体
、
業
界
団
体

等
と
意
見
交
換
し
、
施

策
・
取
組
の
構
築
、
庁

内
の
関
連
部
署
で
効
果

的
な
施
策
の
構
築
を
目

指
す
。

 

Ｙ
ｏ
ｒ
ｏ
ｃ
ａ
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
予
定
と

時
期
は
。

 

ポ
イ
ン
ト
の
移
行
シ
ス

テ
ム
が
７
月
よ
り
運
用

開
始
と
な
る
見
込
み
で
、

割
り
勘
や
ポ
イ
ン
ト
を

家
族
な
ど
に
付
与
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。

ＡＱＡ

 

農
業
後
継
者
対
策
の
基

本
的
考
え
方
と
目
的
は
。

 

農
業
・
農
村
を
引
き
継

ぐ
た
め
に
必
要
な
担
い

手
の
育
成
と
確
保
を
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と

認
識
し
て
い
る
。
将
来

に
わ
た
っ
て
持
続
的
な

発
展
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。

 

農
業
後
継
者
対
策
協
議

会
の
事
業
計
画
で
は

「
婚
活
事
業
へ
の
支
援
」

が
含
ま
れ
る
が
、
そ
の

あ
り
方
は
。

ＱＡＱ

 

結
婚
に
対
す
る
意
識
の

多
様
化
か
ら
本
人
の
意

思
が
重
要
で
あ
り
、
ま

た
経
営
形
態
も
家
族
経

営
の
ほ
か
に
法
人
経
営

な
ど
に
よ
り
持
続
的
に

経
営
す
る
手
法
も
あ
る
。

婚
活
事
業
へ
の
参
加
を

希
望
す
る
青
年
に
対
し

て
は
、
農
業
公
社
や
農

協
な
ど
に
お
け
る
婚
活

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
支
援

を
行
い
、
取
組
の
強
化

を
図
る
。

 

雇
用
対
策
の
各
種
施
策

ＡＱ

農
業
後
継
者
対
策
に
つ

い
て

雇
用
競
争
力
強
化
に
つ

い
て

後
継
者
対
策
と

　
　
　
　

地
元
産
業
振
興

Ｙ
ｏ
ｒ
ｏ
ｃ
ａ
の
利
用

方
法
に
つ
い
て

今日の社会情勢に相応
しい後継者対策とは

 水  間 　 健  詞  議員
みず ま けん じ

市政クラブ

 清  水 　 一  夫  議員
し みず かず お

市政クラブ

に
つ
な
げ
る
の
か
。

 

将
来
的
に
は
、
本
市
の

大
自
然
を
活
か
し
た
ア

ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
と
し

て
独
立
し
、
関
係
団
体

と
連
携
し
、
観
光
商
品

の
構
築
と
販
売
を
行
っ

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

交
流
・
関
係
者
人
口
の

拡
大
及
び
持
続
可
能
な

観
光
事
業
を
推
進
で
き

る
と
考
え
る
。

【
他
の
質
問
】

防
災
に
つ
い
て

Ａ

 

ピ
ヤ
シ
リ
ス
キ
ー
場
に

ス
マ
ー
ト
ゲ
ー
ト
及
び

ツ
リ
ー
ラ
ン
コ
ー
ス
を

設
置
し
た
。
手
応
え
と

成
果
は
。

 

ス
マ
ー
ト
ゲ
ー
ト
導
入

に
よ
り
各
種
デ
ー
タ
を

収
集
分
析
し
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
と
労
働
者
不
足

解
消
及
び
人
員
の
効
率

化
に
よ
り
利
用
者
の
利

便
性
・
安
全
性
に
向
上

が
図
ら
れ
た
。
ツ
リ
ー

ラ
ン
エ
リ
ア
は
、
令
和

４
年
度
か
ら
順
次
コ
ー

ＱＡ

ス
を
開
設
、
令
和
５
年

度
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

は
昨
年
よ
り
５
倍
の
１

３
８
名
、
道
外
客
１
３

５
名
と
増
加
。
新
た
な

集
客
ツ
ー
ル
と
し
て
成

長
し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
に
つ
い
て

観
光
振
興
計
画
（
第
２
次
）

観
光
振
興
に
つ
い
て

ピヤシリスキー場案内図

 

地
域
お
こ

し
協
力
隊

員
に
、
ど

の
よ
う
な

活
動
を
期

待
し
て
い

る
の
か
。

観
光
振
興

に
ど
の
様

Ｑ
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質問・答弁の原稿は質問者本人がまとめたものです

一般質問

●●●● ● ●● ● ● ● ● ●● ● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●

　

定
例
会
は
３
月
・
６
月
・

９
月
・　

月
の
年
４
回
開
催

12

し
、
ま
た
必
要
に
応
じ
て
臨

時
会
を
開
会
し
て
い
ま
す
。

※
こ
の
日
程
は
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認

の
う
え
、
市
役
所
４
階
の
議

場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

た
く
さ
ん
の
方
の
傍
聴
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！

※
議
場
で
の
音
声
を
鮮
明
に
聴

く
た
め
、
携
帯
型
受
信
機
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

議
会
事
務
局　

☎
③
２
１
１
１

（
内
線
３
４
２
５
・
３
４
２
６
）

９９
月月
２２
日日　

〜〜
（月（月））

９
月
９
月　

日日　

で
す
で
す

2020

（金）（金）

目
減
り
も
激
し
い
。
こ

れ
で
、
市
民
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
施
策
が
可

能
な
の
か
。

 

財
政
状
況
が
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
の
は
現
実
。

財
政
規
律
を
堅
持
し
、

今
年
度
の
交
付
税
動
向

を
注
視
し
た
い
。

 

人
材
確
保
や
業
務
の
広

域
対
応
。
こ
れ
ま
で
以

上
に
財
政
の
見
え
る
化

も
必
要
で
は
な
い
か
。

 

と
も
に
し
っ
か
り
と
対

応
し
て
い
く
。

ＡＱＡ

 

市
長
の
４
期
目
任
期
も

残
す
と
こ
ろ
あ
と
１
年

９
カ
月
と
な
っ
た
。
仕

上
げ
の
時
期
を
迎
え
た

今
、
ま
ず
、
前
・
現
学

長
で
発
言
が
微
妙
に
違

う
名
寄
市
立
大
学
の
大

学
院
設
置
、
独
立
行
政

法
人
化
に
つ
い
て
は
、

早
急
に
取
り
組
む
べ
き

課
題
と
考
え
る
が
、
設

置
者
た
る
市
長
は
両
課

題
に
ど
う
対
応
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
。

 

大
学
院
設
置
は
専
門
者

の
意
見
も
あ
り
再
検
討

ＱＡ

と
し
た
が
、
大
学
の
組

織
改
革
は
必
要
。
独
法

化
に
つ
い
て
は
参
与
会

の
意
見
を
聞
き
、
で
き

る
だ
け
早
い
時
期
の
議

論
に
着
手
す
る
。

 

市
は
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

展
開
を
想
定
さ
れ
て
い

る
。
令
和
６
年
度
は
基

金
に
依
存
し
な
が
ら
も

収
支
を
保
っ
た
が
、
中

期
財
政
計
画
で
は
令
和

７
年
度
以
降
さ
ら
に
厳

し
い
数
値
が
示
さ
れ
て

い
る
。
一
方
、
基
金
の

Ｑ

早
い
時
期
に
議
論
着
手

今
年
度
の
交
付
税
に
注

視

独
法
化
は
喫
緊
の
課
題

広
域
対
応
、
財
政
見
え

る
化
を

学生が安心して学べる環境づくりが大切
（今年度の入学式から）

 佐  藤 　 靖  議員
さ とう やすし

市民の声

次
の
定
例
会
開
会
予
定
は
…

　

議
会
の
傍
聴
は
、
最
も
身

近
な
議
会
活
動
に
触
れ
る
こ

と
の
で
き
る
機
会
で
す
。
議

会
で
は
市
民
生
活
に
か
か
わ

る
様
々
な
案
件
を
真
剣
に
審

議
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
例
会
で
は
議
案

審
議
の
ほ
か
に
議
員
が
行
政

（
市
長
や
教
育
長
）へ
質
問
を

す
る
「
一
般
質
問
」
も
行
わ

れ
ま
す
。

議議
会会
をを

傍傍
聴聴
しし
まま
せせ
んん
かか

議
会
議
会
をを

傍
聴
し
ま
せ
ん

　

傍
聴
し
ま
せ
ん
かか
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議員協議会

　

今
定
例
会
で
は
、
一
般
質
問

に
議
長
以
外
の　

名
全
員
が
登

１４

壇
し
、
市
政
課
題
に
対
す
る
考

え
方
を
質
し
ま
し
た
。
議
員

個
々
の
定
例
会
に
臨
む
意
識
の

変
化
の
表
れ
と
捉
え
て
お
り
、

大
き
な
成
果
だ
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
、

十
分
に
調
査
が
さ
れ
て
い
な
い

も
の
、
趣
旨
が
明
確
で
な
い
も

の
も
散
見
さ
れ
、
今
後
は
質
問

の
内
容
と
質
の
向
上
を
図
り
、

建
設
的
な
議
論
が
な
さ
れ
る
よ

う
、
さ
ら
に
研
鑽
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
中
心
市
街
地
活
性
化
、

市
立
大
学
の
運
営
、
東
病
院
の

移
転
な
ど
、
重
要
な
施
策
の
方

針
や
考
え
方
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
議
会
全
体
で
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
、
役
割
と
責
任
を

果
た
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

 山  田 　 典  幸  議長
やま だ のり ゆき

議会を代表して
活動報告をお届
けします

【名寄振興公社の経営状況ほか２件】

議員協議会

　議会日誌（５月〜７月まで）

２回市民福祉常任委員会５日名寄市議会（本会議）

２回経済建設常任委員会３回議会運営委員会

２回議会活性化特別委員会１回議員協議会

４回議会報特別委員会２回総務文教常任委員会

詳しい議会活動は、議会

ホームページでご覧いた

だけます

名寄市議会

ホームページ

　振興公社の経営は、スタッフの確保育成や材料の高騰といった課題がありますが、温浴施設の改修

やスマートゲートの導入といったハード整備のほか、各施設のイベント開催など誘客努力によって

収益増となりました。

　また、懸案事項だった訴訟案件の終結や、来年度以降にも魅力的な事業を展開することを踏まえ、

少しでも早く債務超過を解消するよう努めると報告がありました。

　議員からは閑散期と繁忙期の宿泊料について質問があり、市内宿泊業の動向を見定め、条例の範囲

内で見直すことも検討したいと回答がありました。

　このほか、公共施設再配置の状況と補正予算に

ついて説明を受けました。

　そのあと、全議員で議会活性化特別委員会での

議論を踏まえた意見交換を行いました。
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政務活動費

政務活動費って？
議員の調査研究その他の活動に資するため必要な経費の一部として、
会派又は会派に属さない議員に対して交付される費用
【 交付額は議員１人当たり月額10,000円 】

※ 令和５年度は改選期のため、５月から１１か月分を交付しています。

※ 交付額を超えた費用については、会派で負担しています。

令和５年度　名寄市議会各会派の政務活動費概要報告

合　計共生なよろ市民の声日本共産党公　明市民ネット市政クラブ区　　分

1,760,000110,000110,000110,000110,000440,000880,000当 初 交 付 額

1,537,991309,3091,228,682調 査 研 究 費

支　
　

出 

91,86491,864研　 修　 費

16,05816,058広   報   費

0広   聴   費

0要望・陳情活動費

0会   議   費

3,1703,170資 料 作 成 費

40,85613,60013,00014,256資 料 購 入 費

0人   件   費

0事 務 所 費

2,336,275108,634029,0580309,3091,242,938支 出 合 計

215,3451,366110,00080,942110,000130,6910未執行額（返還額）

1,327,001108,634029,0580309,309880,000令和５年度交付額

政務活動費の収支をお知らせします

単位：円

風風舞舞ああんんどどんん  参加しましたお詫びします

　議会だよりなよろ第72

号（令和６年５月１日発行）

の3ページで、市民ネット

倉澤宏議員の顔写真が反転

していましたのでお詫びい

たします。

　6月15日、ふうれん白樺まつり前

夜祭風舞あんどんに議員会として参

加しました。全部で8基のあんどん

が繰り出し、駅前通りを行進しまし

たが、途中で雨が降り出し、40分ほ

どで中止となってしまいました。
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　私は、旭栄区町内会に居住し

て42年になります。その間、

町内会の衛生部長と環境衛生推進員を務めていま

したが、5年前に町内会長と多くの仲間に旭栄ク

ラブ（老人会）の会長に推挙され、悩んだ末に人

生の恩返しと思い、お受けしました。

　その活動は、クラブ役員の皆様と相談・企画し、

5月の観桜会、毎月2回の茶話会、食事会、年一

回の研修旅行、健康教室、忘年会などを行ってお

ります。会員がゲーム、囲碁、食事などで笑顔で

楽しくお話しをしている姿を見ると、会長をお受

けして良かったと思っています。

　また、孫が子を授かり、ひ孫をこの手で抱くこ

とを願い、100歳まで健康でいることを目標に、

早朝のウォーキングと趣味のゴルフを楽しみなが

ら頑張っています。

　平成24年に保健推進委員に

任命され、今年度から保健推進

委員協議会会長となり、健康センターの職員の

方々や推進委員の方々の力をお借りして、なんと

かやり切ろうと思っています。今まで色々な研修

等で知った健康に関することを一人でも多くの

方々に広めたいと思っております。

　私も高齢者となり自分の人生のあり方を考える

ようになりました。寝込まず負担をかけずに終え

ること、まずは健康を維持することです。

　バランスの良い食事、適度な運動、精神の安定

を保ちよく笑う、お口の健康などに気をつけ日常

生活を送ることです。

　私の中学生の時の目標は、「役立つ人間になり

たい」でした。大人になってからみて、純粋にそ

う思っていたのだと思います。今の自分は出来る

範囲で良いので携わろうと思っています。

　皆さんよろしくお願いいたします。
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きぼう

恩返しと100歳を目指して

 吉 
よし

 川   繁  雄 
かわ しげ お

健康で生きること

 角  尾  ひとみ
かく お

　名寄高校茶道部は現在、部員3名、顧問1名、外部指導者2名

の計6名で活動しています。

　今年度の部員は2年生の女子のみしかいませんが、週に1回、

楽しく茶道をしております。

　茶道部のイベントはとても少ないですが、私たちを通して茶道

の魅力を知ってもらえたら嬉しいです。機会がありましたらぜひ

学校祭に遊びにきてください。

表紙の写真は「名高茶道部」です。


